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-かいじ国体・会期…

夏季大会…61年 9月 7日，....10日

秋季大会…61年 10月 12日，....17日

・ふれあいのかいじ大会・会期……
61年 10月 25日，....26日

男 91名，女 81名

野原がすっかり春のかおりにつつまれ、桜の花が咲きほこ

ろびる 4月、真新しい服を着たかわいらしい子供たちが、父

親、母親に手を引かれて元気よく入学式を迎えます。

ーーーーーーー官官守ーーーーーーー曹司F 曹司....---
司圃.-司F 司F 司F ・F 司'・F ・F 司，司F 司，司F 司F ・F 司F ・F

~': ~':永来を築く子供たちを交通事故から守るため

**に町氏総ぐるみで見守ってあげましょう**
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昭和 61年 4月1日発行(2 ) 

三
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
聞
か

れ
た
「
第
一
回
町
議
会
定
例
会
」
で
、

新
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
ニ
四
億
九
、
四
五
ニ
万

九
千
円
、
特
別
会
計
は
三
会
計
で
七
億

五
、
七
五

O
万
七
千
円
と
な
り
、
一
般

会
計
は
前
年
度
に
比
べ
て
八
、
六
七
九

万
五
千
円
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

わつよし報広

は24億9，452万9千円

前
年
度
比
で
八
、
六
%
の
増
と
な
り
、

こ
の
た
め
地
方
交
付
税
は
前
年
に
引
き

続
き
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

費
、
福
祉
の
ま
ち
、、
つ
く
り
推
進
事
業
、

特
産
里
、
つ
く
り
事
業
、
国
体
費
は
開
催

年
に
伴
う
運
営
費
、
総
合
会
館
運
営
責

新
規
事
業
の
働
く
婦
人
の
家
運
営
費
な

ど
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
活
力
あ
る
ま
報

ち
ず
つ
く
り
を
積
極
的
に
計
画
し
ま
し
た
。
町

ま
た
、
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、
で
聞

き
る
限
り
節
減
を
図
り
、
今
後
の
財
政

上
の
見
通
し
の
上
に
立
っ
て
特
別
の
も
一

の
を
除
き
前
年
度
並
み
に
据
置
き
、
行
一

財
政
改
革
の
推
進
、
行
政
の
効
率
化
、
一
周

簡
素
化
を
踏
ま
え
て
の
予
算
編
成
と
な
一
樹

り
ま
し
た
。

一
色億

円
ベ
U

+
ニ
十
一
世
紀
を
め
ざ
し

活
力
あ
る
ま
ち
"
つ
く
り
・
... 

本
年
度
お
も
な
事
業
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
費
、
上
石
田
一
丁
目
西
条
線

用
地
買
収
費
、
計
画
街
路
事
業
、
水
路

新
設
改
良
工
事
費
、
押
原
小
グ
ラ
ン
ド

整
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
事
業
、
源
氏

ホ
タ
ル
の
発
祥
地
(
公
園
整
備
)
工
事

一…箔
万
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p
h
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現
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劃

ρ
の

資

配

税

定

川

河

固

]

(

1億 3，382万1千円

(( 5. 4 ~ぢ》

電気税

1億 7，390万7千円

(町税の 8.7%) 

昭和58年度

昭和60年度

+
地
方
交
付
税

前
年
に
続
き
ゼ
ロ
:
:
:

歳
入
の
八

O
、
三
労
を
占
め
る
町
税

は
、
二

O
億
三
一
五
万
六
千
円
と
な
り
、

昭和59年度

24億 0，773万4千円

6億5，450万9千円
(町税の 32.7~ち)

lお金233，570円】|

他のそ費債公費生民

20億 9，333万5千円

16億 5，094万3千円~~~~~ 
@o'宅二かね

昭和61年度24億 9，452万9千円円42，843 2 0.9 5 1 23， 7 5 0 

(単位:千円)

歳 出 歳 λ 

手ヰ 目 金 客員 科 目 金 客員

渇水対策費 5，500 諸 収 入 6，000 

予 備 費 1.000 繰 越 金 500 

総 額 6，500 総 額 6.500 

(単位:千円)

歳 出 歳 入

科 目 金 客員 科 目

医療諸費 321.092 支払基金交付金 225，060 

総 務 費 196 国庫支出金

そ の 他 102 そ の 他 32.209 

総 額 321，390 総 額



( 3) 昭和 61年 4月 1日発行 広報しようわ

() () f)昭和61年度一般会計予算
歳出科目別明細表

(単位:千円)

教

民
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費

費

費

費

金口
U|

出

工

働

備

復
害

支

商

労

予

災

諸

総 額 2，494，529 

その他

1，168万7千円

( O. 5 7ち〉

じ 担由主j

土木費 教 育 費総 務 費

(単位:千円)

歳 出¥ 歳 入

科 目 金 客員 科 目 金 客員

保険給付費 318，150 国民健康保険税 219.626 

老人保健拠出金 82.536 国庫支出金 1 70，107 

総 務 費 12，643 繰 越 金 13.350 

そ の 他 16.288 そ の 他 26.534 

総 額 429，61 7 総 額 429，61 7 



昭和 61年 4月1日発行 (4) 

第
九
回
プ
レ
ジ
ゼ
ン
ト
カ
ッ
プ
国
際

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ

ル
タ
(
セ
ナ
ヤ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
)

で
二
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
か
ら
各
階
級
六
人
選
抜
さ
れ
て

出
場
す
る
こ
と
と
な
り
、
私
は
ウ
ェ
ル

タ
l
級
選
手
と
し
て
、
乙
の
試
合
に
は

四
度
目
の
出
場
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
二

度
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
お
り
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
で
乙
の
記
録
が
活
字
と
し
て

自
分
の
名
前
が
残
さ
れ
て
あ
る
の
を
見

て
感
激
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
今
回
は
残

念
な
が
ら
、
ど
の
階
級
も
入
賞
を
逃
し

た
け
れ
ど
海
外
で
の
試
合
の
場
合
は
、

特
に
入
賞
ま
で
た
ど
り
つ
く
乙
と
は
非

常
に
む
づ
か
し
く
、
判
定
に
持
ち
込
ま

れ
る
と
ど
う
し
て
も
地
元
の
方
が
有
利

に
な
る
乙
と
が
多
い
、
こ
れ
ま
で
ア
メ

リ
カ
、
ソ
ビ
エ
ト
、
韓
国
な
ど
の
試
合

の
中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
試
合
の

一
コ
マ
が
深
く
心
に
刻
み
込
ま
れ
て
い

る
。
勝
っ
た
と
自
信
が
あ
っ
た
の
に
、

高
々
と
勝
利
の
宣
言
を
さ
れ
た
の
が
地

元
の
選
手
で
あ
っ
て
、
く
や
し
さ
の
余

り
『
パ
カ
ヤ
ロ
ウ
』
と
乙
ぶ
し
を
あ
げ

て
し
ゃ
が
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
今

度
は
ノ
ウ
『
ジ
ャ
パ
ン
』
と
自
分
の
勝

わつよし報広

昭
和
町
役
場

国
体
室
大

利
の
ポ
l
ズ
を
と
ら
せ
る
と
い
う
場
面

も
あ
っ
た
り
し
て
、
こ
ん
な
時
は
一
般

の
見
物
席
か
ら
リ
ン
グ
め
が
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
物
品
が
飛
ん
で
く
る
。
カ
ミ

カ
ゼ
、
ト
ヨ
夕
、
ハ
ラ
キ
リ
、
パ
ン
ザ

イ
な
ど
、
お
ぼ
え
た
限
り
の
日
本
語
で

わ
め
く
の
だ
。
ボ
ク
シ
ン
グ
が
一
般
大

衆
に
好
か
れ
愛
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
リ

ン
グ
に
打
ち
込
む
熱
意
も
異
常
な
も
の

で
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
驚
く
程
で
し

た
。
と
の
時
は
兵
隊
に
守
ら
れ
て
退
場

し
ま
し
た
が
、
乙
の
一
件
が
大
変
興
味

を
そ
そ
っ
た
ら
し
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
新
聞
の
一
面
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
写

真
が
大
き
く
三
枚
、
地
元
選
手
の
勝
利

の
ポ
l
ズ
、
自
分
の
『
パ
カ
ヤ
ロ
!
』

ポ
!
ズ
、
そ
し
て
ジ
ャ
パ
ン
勝
利
万
才

ま
で
解
説
を
加
え
て
出
て
い
た
の
に
は
、

び
っ
く
り
し
た
乙
と
が
あ
っ
た
。
今
回

の
出
場
で
は
顔
な
じ
み
と
言
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
自
分
を
指
さ
し
て
『
お
前
又

来
た
な
』
と
で
も
言
う
の
か
、
に
こ
に

こ
と
人
な
つ
乙
く
寄
っ
て
来
，た
り
し
て
、

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
と
て
も
心
暖
ま

る
思
い
が
し
ま
し
た
。

い
つ
の
試
合
で
も
、
そ
乙
ま
で
到
着

す
る
乙
と
の
む
づ
か
し
さ
、
厳
し
さ
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
し
か
し
、
い
ろ

ん
な
障
害
を
の
り
こ
え
努
力
を
重
ね
て

精
進
し
て
乙
そ
勝
利
の
味
を
か
み
し
め

る
乙
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
す
べ

て
一
人
一
人
の
努
力
に
か
か
っ
て
い
る

と
強
く
感
じ
ま
す
。

今
年
は
か
い
じ
国
体
開
催
年
で
あ
り
、

最
終
目
的
に
向
か
っ
て
自
分
も
含
め
選

手
一
同
が
、
ば
く
進
し
て
い
ま
す
。
ボ

ク
シ
ン
グ
会
場
と
な
る
昭
和
町
、
躍
動

す
る
乙
の
町
で
開
催
さ
れ
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
若
者
達
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
わ
け
で
、
地
元
の
方
々
の
多
い
な

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
乙
そ
、
何
事
に
も
勝

る
『
力
』
と
な
っ
て
発
揮
さ
れ
る
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
御
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

江

至
開会式前の和やかなムード

~ジャカルタで~

』
F

学
院
短
大
の
み
な
さ
ん
の
人
形
劇

h
F
B
G
M
の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
、

ジ
ャ
ブ
、
ワ
ン
ツ

l
、
フ
ッ

ク
l
l
ス
ト
レ
ー
ト

惨
ボ・
ク・
も
ポ・

しク・
つン

てン
るグ
よを

" 

親
子
読
者
広
場

一
一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
読
書
広
場

に
は
親
子
一
二

O
人
が
集
ま
り
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
こ
し
て
い
ま
し
た
。



四
十

昭
和
七
年
生
ま
れ
、
昭
和
十
九
年
度

押
原
因
民
学
校
・
初
等
科
卒
業
の
私
達

は
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
、
小
学
校

を
終
え
、
修
学
旅
行
の
思
い
出
も
な
く

五
十
路
を
経
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
年
毎
に
同
窓
会
を
聞
き
、
数
え
て

今
回
十
二
回
目
、
今
年
は

H

か
い
じ
国

体
H

開
催
年
で
も
あ
り
、
意
義
あ
る
同

窓
会
を
し
よ
う
と
念
願
の
修
学
旅
行
を

計
画
、
四
十
一
年
自
に
し
て
実
施
し
た

し
だ
い
で
す
。

建
国
記
念
日
を
向
か
え
る
二
月
九
日

十
日
、
江
の
島
、
鎌
倉
、
東
京
(
二
重

橋
)
の
一
泊
二
日
、
小
学
生
の
旅
行
と

し
て
は
無
理
の
な
い
と
と
ろ
を
大
型
観

光
パ
ス
に
総
勢
二
十
五
名
(
鎌
倉
八
幡

宮
で
県
外
在
住
者
と
合
流
)
の
ゆ
っ
た

り
し
た
パ
ス
旅
行
で
し
た
。

行
-
み
や
げ
と
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
乗
せ

発
一
た
帰
り
の
甲
州
路
を
走
る
パ
ス
の
中
で

同
一
は
、
『
押
原
国
民
学
校
、
初
等
科
卒
業

月
一
生
一
同
は
、
無
事
鎌
倉
の
宿
に
着
き
ま

A
4

一
年
一
し
た
の
で
関
係
者
は
ご
安
心
下
さ
い
o

m
一
と
町
内
で
連
絡
の
放
送
が
流
れ
、
妻
が

円

u
-

断
一
夕
げ
の
仕
度
を
す
る
傍
ら
で
、
子
供
、

)
一
孫
ら
は
安
堵
の
笑
み
を
う
か
べ
て
い
る
』

日
一
こ
ん
な
夢
を
み
て
い
た
の
で
す
。

(
記
・
西
条
新
田
中
沢
喜
幸
氏
)

わ-つよし報広

~ 

年
目
の
修
学
旅
行

砂
昭
和
十
九
年
度
押
原
国
民
学
校
初
等
科
卒
業
生
の

四
十
一
年
目
の
修
学
旅
行
・
:
東
京
・
二
重
橋
・
:

第 26岡昭和町卓球大会の結果計結足量
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

合

同

団

体

戦

優

勝

清

水

新

居

チ

1

ム

準

優

勝

西

条

二

区

チ
l
ム

三

位

河

東

中

島

チ

1

ム

女

個

人

戦

育
男
子
mu
才
歳
以
下

優
勝
米
倉
兎
也
(
河
東
中
島
)

準
優
勝
金
丸
昌
一
(
上
河
東
二
区
)

三

位

天

野

広

昭

(

H

)

安
男
子
初
才
j
ぬ
才
ま
で

優
勝
牛
色
町
平
止
ム
(
上
河
東
二
区
)

準
優
勝
内
藤
繁
次
(

H

)

三
位
保
坂
己
好
(
清
水
新
居
)

古
男
子
初
才
以
上

優
勝
吉
田
園
半
(
河

清水新居チーム

克也さん
(河東中島)

勝

居米

{墨体。団

とめ子さん
(紙漉河原)

田石

0男子チャンピオン

0女子チャンピオン

@ 

準
優
勝
堀
井
長
光
(
築
地
新
居

三

位

今

津

真

(

H

)

古
女
子
mm
才
以
下

優
勝
仕
犠
き
み
代
(
清
水
新
厚

準
優
勝
伊
撃
芙
代
子
(
押
穆

三
位
依
田
久
美
(
西
条
二
区
)

合
女
子
初
才
i
ぬ
才
ま
で

優

勝

雨

宮

文

香

(

押

穆

準
優
勝
五
思
士
息
子
(
紙
漉
阿
厚

三

位

小

島

広

子

(

河

事

大
女
子

ω才
以
上

優
勝
石
田
と
め
子
(
紙
漉
阿
厚

準
串
藤
依
田
み
つ
え
(
清
水
新
居
ν

三
位
諏
訪
田
藤
子
(
西
条
二
区
)

※
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
女
子
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
-の
年
齢
別
の
優

勝
者
同
志
で
決
定
し
ま
し
た
。

.一 岬輔副""...

石原体協会長から優勝旗を受ける清水新居の代表者



昭和 61年4月1日発行(6 ) 報

。
審
議
会
答
申
ま
と
ま
る
。

近
年
の
社
会
構
造
の
多
様
化
に
伴

行
政
需
要
の
高
度
化
、
複
雑
化
し

て
い
る
今
日
、
乙
れ
ら
を
的
確
に
把

握
し
簡
素
化
に
し
て
効
率
的
な
町
政

の
推
進
を
図
る
た
め
に
昭
和

ω年
叩

月
「
昭
和
町
行
財
政
改
善
審
議
会
」

を
設
置
し
町
長
の
諮
問
を
受
け
一
年

余
ヶ
月
に
至
っ
て
審
議
会
を
重
ね
、

本
町
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
の
基
礎

と
な
る
べ
き
指
針
と
し
て
先
般
最
終

審
議
会
(
第
6
回
)
に
お
い
て
答
申

さ
れ
、
昭
和
町
議
会
の
意
見
調
整
を

得
た
上
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

わ-つよし広

-R行財
政
改
善
事
項

副
器
削
劃
劃
堅
患
っ

除
医
院
陀
除
い
い
い
い

凶
行
政
の
責
任
分
野
を
絶
え
ず
留
意

し
緊
急
度
の
高
い
も
の
を
選
別
し

て
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
。

同
住
民
相
互
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

負
担
の
公
平
、
行
政
関
与
の
必
要

性
等
、
整
理
合
理
化
を
進
め
な
が

ら
行
政
効
率
に
努
め
る
こ
と
。

川
口
町
単
独
の
施
策
の
う
ち
、
特
に
住

民
の
ニ
l
ズ
に
基
づ
く
施
策
で
あ

り
将
来
地
域
経
済
の
活
性
化
に
真

に
必
要
な
事
業
を
選
択
し
推
進
す

る
こ
と
。

-
土
地
区
画
整
理

・
計
画
街
路
事
業

・
公
園
広
場

e
公
共
下
水
道
事
業

・
民
俗
資
料
館

-
住
宅
団
地

・
図
書
館

・
教
育
施
設
の
充
実

・
体
育
施
設
の
充
実

企
行
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

将
来
に
向
け
た
町
.
つ
く
り
の
た

め
、
町
政
に
寄
せ
る
期
待
は
今
ま

ま
で
以
上
に
大
き
い
。

開

最

終

審

議

会

同
広
域
的
な
処
理
が
必
要
な
要
素
の

あ
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
圏
の
計
画
に
取
り
入
れ
特
に

将
来
下
水
道
事
業
等
は
共
同
処
理

方
式
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

刷
都
市
計
画
税
の
導
入
に
つ
い
て
は

関
係
地
域
の
諸
事
業
を
計
画
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
の

理
解
を
求
め
充
分
検
討
を
加
え
態

勢
を
整
え
て
か
ら
課
税
さ
れ
る
乙
と

D

N
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、

特
に
最
近
他
の
自
治
体
に
お
い
て

定
数
の
減
員
を
行
っ
て
い
る
と
乙

ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
が
人
口
急
増

の
本
町
で
は
今
後
の
人
口
の
動
向

の
推
移
を
見
な
が
ら
議
員
定
数
の

確
定
が
望
ま
し
い
。

出
船
胤
酌
官
附
引
開
〕

既
存
の
補
助
金
の
現
状
を
分
析
し

従
来
の
制
度
習
慣
に
と
ら
わ
れ
ず

補
助
効
果
を
見
な
が
ら
検
討
さ
れ

た
い
。

川
補
助
金
の
目
的
が
既
に
達
成
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
、
又
、
零
細

補
助
金
の
廃
止
。

同
類
以
団
体
へ
の
重
複
補
助
は
な
い

，刀

村
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
実
情
に

即
さ
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も

の
は
な
い
か
。

同
受
益
者
負
担
が
妥
当
で
あ
り
財
政

負
担
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も

の
等
、
受
益
者
負
担
区
分
の
明
確

化
を
す
る
。

附
大
小
の
事
業
を
問
わ
ず
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
書
の
提
出
の
義
務

付
け
を
行
う
。

同
閣
閣
閣
閣
閣
附
川凶

人
口
増
加
に
伴
う
事
務
の
増
大
、

行
政
需
要
の
多
様
化
仕
事
量
の
膨

大、

E
つ
複
雑
化
の
現
状
を
踏
ま

え
事
務
事
業
の
改
善
合
理
化
を
進

め
る
た
め
に
住
民
生
活
に
影
響
の

な
い
限
り
難
し
い
問
題
等
あ
る
が

次
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
と
思
わ
れ

7
Q
o
 

川
条
例
、
規
則
、
規
定
、
要
綱
等
、

実
情
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
も
の
は

な
い
か
整
理
、
統
合
、
廃
止
。

同
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
範
囲
を
超
え

て
い
る
も
の
行
政
と
民
間
の
役
割

分
担
の
明
確
化
。

州
経
費
に
比
較
し
行
政
効
率
の
低
い

・もの。

同
重
複
、
類
以
の
事
務
事
業
で
整
理

統
合
の
可
能
な
も
の
。

~司・
6 

イ有

ロ

国

ロ

善

本

友

附
O

A
化
の
事
務
改
善
に
つ
い
て
は

現
在
民
間
委
託
方
式
で
対
応
し
て

い
る
が
今
後
O

A
導
入
に
つ
い
て

の
効
果
等
試
行
期
間
を
設
定
し
実

施
の
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
。

閣
働
閣
問
問
川
川
い〕

日
常
業
務
と
し
て
の
住
民
要
望
に

適
切
に
対
処
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
に
は
、
電
話
交
換
業
務

と
窓
口
一
元
化
(
諸
証
明
一
括
交

付
)
等
を
図
る
必
要
が
有
る
の
で

は
な
い
か
、
ワ
ー
プ
ロ
の
導
入
に

伴
い
事
務
処
理
は
専
門
職
員
の
育

成
を
必
要
と
す
る
乙
と
が
急
務
で

あ
ろ
う
。

現
在
本
町
で
は
住
民
一
人
当
た
り

1
2
8
人
に
一
人
の
職
員
で
あ
り

郡
平
均
1
0
4
人
に
一
人
を
比
較

す
る
と
職
員
の
増
員
は
抑
制
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
ρ

乙
の
姿
勢
は

堅
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
効
率
的
行
政
を
行
う
上
で

全
体
の
事
務
処
理
体
制
の
再
検
討

を
行
い
適
正
な
職
員
配
置
を
な
し

効
率
化
を
計
っ
て
い
く
乙
と
。

え

長

谷

川

夫

明

光

之←

原

盛

樋石

日寺

格

ロ

幸

石

田

者
向

。
副
会
長
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(2) 行政改革の推進にあたり、昭和町

行財政改善審議会の答申を尊重し、

町議会と連携しつつ町民の理解と協

力を得るよう努める O

-かいじ国体準備のための職員の配置は臨時職員と現職員の配置転換によ

り対応する。(昭和60年度)

・人口増加に伴う公共事事の拡大と財源確保は不可欠であり、課(室)の新

設は急務であるが、組織、機構の改善合理化により新規採用による補充

は避ける。(昭和61年度)

-人口急増の推移を見ながら総合事務計画を樹立するO

.OA化プロジェクトチームの編成 o (昭和60年度)

・諸税(町民、固定、国保、軽自動車等)と年金については当分の間現行

の民問委託とする。

-他町との広域圏の中で都市計画を進めるため、都市下水、街路、基盤整

備等の財源確保に必要な都市計画税の導入を検討する。

(昭和61年度)

・釜無工業団地内公園管理棟の管理については、臨時職員(既採用済)を

以って対応する。(昭和60年度)

• 61年 4月オープンする多目的総合会館の管理運営は社会福祉法人、昭和

町社会福祉協議会に委託し、今後の有効利用に対処し住民福祉に対する

行政需要を適正に推進してし、く。

(昭和60年度)

(昭和62年度)

j
}
南
甲
府
署
管
内
で
二
人
目
j
3

(西奈一区)

深川一郎氏

昭
和
二
十
五
年
よ
り
現
在
ま
で
三
十

六
年
間
の
問
、
警
察
行
政
、
特
に
交
通

安
全
対
策
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
去
る
一
月
二
十
一
日
、
東

京
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
第

二
十
六
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大

会
の
席
上
、
名
誉
あ
る
長
官
表
彰
を
受

彰
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
奥
さ
ん
の
和
子
夫
人
も
、
力

づ
よ
い
内
助
の
功
が
認
め
ら
れ
同
席
上

で
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

-町税l乙対する報償金(納期前納付)は減率する。

現行 100分の lを、 100分の 0.5に改める

・類似団体の統合と、既にその目的を達成された団体の解消。

;家一川
和子夫人

-つ

⑨基本
(1 )昭和町を取りまく厳しい行政環境の中で

複雑多様化する行政を適正に且つ合理的に

進め、地域住民の福祉の増進を図るための

行政改革を行うものである O

⑨当面の措置事項

よ

昭和 61年 2月執行分

工事名 工事場者(工駒 落札金額 落札業者 担当課

上河東宝田地内町
上S河61東.2地.2内2 

円 惰1河澄工業

道新設改良工事 7，450，000 押越 1657 建設課

--61. 3. 28 

紙漉阿原字竜の口 紙漉阿原地内
押内越藤組2133 地内水路新設工事 S 61. 2. 22 2，550，000 /1 

--61. 3.28 

町道 9号線舗装新 押越地内 側守谷組
設工事 S 61. 2.14 8，650，000 甲府市中央 メ〆

--61. 3.28 5 -6-30 

町単道路改良、排 飯喰地内 側名執組
水路改修工事 S 61. 2. 25 9.850.000 飯喰 986 経済課

--61. 3.28 

町単道路改良工事 西条新田地内 宵宮崎組
S 61. 2. 25 6，544，000 西条新田 庁

--61. 3. 28 34-2 

町単排水路改修工 築地新居地内 大松工業側

事 S 61. 3. 1 4，400，000 西条 2176 "〆

--61. 3. 28 

昭和町総合会館本 総合会館内 側正直堂
館、児童館備品購 S 61. 3. 1 16，000，000 田富町流通団地 総務課

入 --61. 3. 25 1-4-3 

し報

1Iヱ

広

(2)定員管理の適正化

(1)事務事業の見直し

(3陰館等公共施設の

設置及び管理運営

他

(4)民間委託OA化事

務改革の推進

方針

( 7 )昭和 61年 4月1日発行

の

の合理化

r~昭
来日
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二
年
前
の
奈
良
県
で
行
わ
れ
た
「
わ

か
く
さ
国
体
」
に
視
察
団
の
一
員
と
し

て
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
七

三

O
日
後
と
、
そ
の
時
は
、
ま
だ
ま
だ

遠
い
先
の
乙
と
の
様
に
思
え
て
居
り
ま

し
た
の
に
、

.い
よ
い
よ
「
か
い
じ
国
体
」

も
六
十
一
年
の
今
年
、
後
何
日
と
秒
読

み
の
段
階
に
な
り
、
各
方
面
で
着
々
と

準
備
が
整
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
で
あ
る
昭
和
町
も

昨
年
の
秋
、
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
く
か
ら
国
体
開

催
地
を
視
察
し
良
い
と
乙
ろ
を
参
考
に

し
、
種
々
万
全
の
準
備
を
し
た
役
場
国

体
室
が
中
心
と
な
り
、
大
会
直
前
は
夜

も
寝
な
い
で
準
備
さ
れ
、
又
そ
れ
を
お

手
伝
い
す
る
各
種
団
体
も
、
朝
早
く
か

ら
、
滅
死
奉
公
と
は
古
い
言
葉
で
し
ょ

う
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
一
生
懸
命
の

お
手
伝
い
で
し
た
。
会
場
の
設
定
、
菊

の
会
の
方
々
に
よ
る
花
の
飾
り
つ
け
、

期
間
中
の
花
の
管
理
な
ど
町
を
挙
げ
て

の
協
力
で
し
た
。
又
、
婦
人
会
、
愛
育

会
、
栄
養
改
善
推
進
員
会
は
、
選
手
、

関
係
者
の
接
待
に
当
り
、
そ
れ
ぞ
れ
本

-つよし報広

挙
榔

栄
養
改
善
推
進
員
会
長

(
押
越
)
有
賀
一
江

さ
ん

番
さ
た
が
ら
の
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
蜂
蜜
の
お
湯
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
思
い
が
け
な
く
選
手
、
関
係
者
に

受
け
、
大
変
喜
ん
で
頂
き
、
作
る
の
に

間
に
合
わ
な
い
程
の
忙
し
さ
が
続
い
た

時
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
篤
志
家
に

よ
る
柿
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
コ
ン
テ

ナ
い
っ
ぱ
い
の
柿
も
た
ち
ま
ち
な
く
な

る
好
評
さ
で
し
た
。

奈
良
国
体
で
は
特
産
の
奈
良
漬
け
が
、

出
さ
れ
好
感
が
も
た
れ
ま
し
た
。
そ
の

土
地
の
特
産
、
そ
の
土
地
で
な
く
て
は

無
い
も
の
を
準
備
し
て
、
労
を
ね
ぎ
ら

い
健
闘
を
讃
え
た
い
も
の
で
す
。
蜂
蜜

が
昭
和
町
で
ま
か
な
え
な
い
の
が
何
と

も
残
念
で
す
。
町
特
産
の
毒
の
最
盛
期

が
、
国
体
と
合
せ
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に

良
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

町
を
挙
げ
て
の
協
力
、
応
援
に
、
地

元
、
県
の
選
手
は
勿
論
の
こ
と
、
遠
く

か
ら
来
ら
れ
た
選
手
に
応
援
し
、
関
係

者
を
温
く
迎
え
、
接
待
し
、
「
か
い
じ

国
体
」
又
、
昭
和
町
は
、
長
か
っ
た
と

心
に
残
る
様
心
か
ら
の
も
て
な
し
を
し

た
い
も
の
で
す
。

• 今
年
か
ら
段
階
的
に
実
施

児
童
手
当
は
、
現
在
三
子
以
降
の
子

ど
も
に
対
し
て
五
千
円
が
中
学
を
卒
業

す
る
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭

和
六
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
二
人
目
の

子
ど
も
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

制
度
改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。
今
年
度
対
象
児
は
ニ
歳
未
満

支
給
期
間
は
小
学
校
入
学
前
ま
で

支
給
対
象
児
童
は
第
二
子
か
ら
対
象

と
な
り
、
支
給
期
間
は
小
学
校
入
学
前

ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
の
新
制
度
移
行
は
、
急
激
な
変
化

を
さ
け
る
た
め
、
初
年
度
の
今
年
は
、

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
降
の
第
二

子
出
生
児
(
施
行
自
に
お
い
て
満
二
歳

未
満
の
子
ど
も
)
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
第
三
子
以
降
で

受
給
し
て
い
る
方
は
現
行
ど
お
り
と
な

り
ま
す
が
、
次
表
を
参
照
し
て
い
た
だ

け
ば
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

段
階
的
に
対
象
児
年
齢
が
下
げ
ら
れ
、

逆
に
、
第
二
子
は
、
六
十
二
年
度
に
は

四
歳
未
満
、
六
十
三
年
度
に
は
就
学
前

が
対
象
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

二
子
は
二
、
五

O
O円
、
三
子
以
降

は
五
、

0
0
0円
支
給

現
行
児
童
手
当
は
第
三
子
以
降
の
児

童
に
つ
い
て
一
律
月
額
五
、

0
0
0円

を
支
給
(
町
税
所
得
割
非
課
税
者
七
、

0
0
0円
)
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

制
度
改
正
に
伴
い
新
た
に
支
給
対
象
と

な
る
第
二
子
に
つ
い
て
は
、
月
額
二
、

五

O
O円
、
第
三
子
以
降
の
児
童
に
つ

い
て
は
現
行
制
度
と
同
様
月
額
五
、

0

0
0円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
改
正
に
伴
い
、
低
所

得
者
円
町
税
所
得
割
非
課
税
者
)
に
つ

い
て
の
月
額
二
、

0
0
0円
の
加
算
制

度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
所
得
の
制
限
特

例
措
置
を
適
用

現
在
、
行
革
関
連
特
例
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
所

得
制
限
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ζ

の
強
化
措
置
に
よ
っ
て
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
被
用
者
(
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
)
に
つ
い
て
全
額
事
業
主
拠
用
金

に
よ
る
給
付
(
特
例
給
付
)
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
財
政
再
建

措
置
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す

が
、
財
政
再
建
期
間
延
長
の
昭
和
六
十

五
年
ま
で
乙
の
制
度
は
実
施
さ
れ
ま
す
。

乙
の
特
例
給
付
の
額
は
児
童
手
当
と
全

く
同
様
で
す
。

@ 

• 

四
月
か
ら
申
請
を
受
付
け
ま
す

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
住
所

地
の
市
町
村
長
の
(
た
だ
し
公
務
員
等

は
事
業
所
)
認
定
が
必
要
で
す
の
で
、

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
窓
口
に
申
請

書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き

し
て
下
さ
い
。
前
年
の
収
入
が
一
定
の

額
以
内
で
あ
れ
ば
、
六
月
分
か
ら
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
認
定
請
求
は
四
月
一
日
か
ら

六
月
末
日
ま
で
受
付
け
ま
す
。
こ
の
制

度
に
つ
い
て
不
明
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
福
祉
課
児
童
手
当
担
当
ま
で
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

払

む

問

日

1
子
l

-

商

O

剛

M

E
嶋

一

鮮

問

何

第

五

・

6
A

・・:・:・蒔
:
-
K
K十
い
上

官
旬
、
:
担

1
即日

目
別
館
一
リ

J

也

1111門ー

崎

山

即

刻

同

一

切
い
子
)
…

a

間
阿
佐
岬
〔
ハ
ハ
ハ
川
柳
門

度

む

降

業

年

間

以

津

印

背

子

場

和

計

三

時

昭

何

第

H
叶

低

所

得

者

二

千

円
5，000 

円



宿
周
H
ω
?
b
m
w
由
お
す
が
臼
r
旭
個
会
己
都

わ

役場窓口に備え

付の用紙を使用

し届出をして下
さい。
(昭和61年 5月
1 Bまで)
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子侠と高齢者を

突通事故から守ろう

4月6日---15日

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か
ら

一
ヶ
月
定
額
七
、
一

O
O円
、
附
加
七
、

五

O
O円
に
変
わ
り
ま
す
。
乙
れ
は
、

年
金
額
が
物
価
上
昇
な
ど
に
合
せ
て
、

毎
年
増
額
さ
れ
て
い
く
た
め
で
す
。

者

水
田
利
用
再
編
対
策
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
日
ど
ろ
格
別
の
ど
尽
力
を

賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
対
策
は
、
米
の
需
給
を
均
衡
さ
せ

っ
つ
農
産
物
の
総
合
的
な
自
給
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
三
年
度
か

ら
発
足
し
昭
和
六
十
一
年
度
を
も
っ
て

区
切
り
と
な
り
ま
す
が
、
な
お
、
乙
の

様
な
施
策
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
当
町
の
昭
和
六
十
一
年
度

転
作
等
目
標
面
積
は
一

O
三
、
四
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
指
示
さ
れ
、
乙
の
数
字
は
本

町
に
と

っ
て
は
か
な
り
困
難
な
数
字
で

す
が
、
食
管
制
度
を
堅
持
し
て
い
く
と

い
う
基
本
的
な
国
策
と
し
て
目
標
数
字

を
示
さ
れ
た
以
上
、
乙
の
達
成
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て

政
府
売
渡
し
農
家
だ
け
で
な
く
、
専
業
、

兼
業
、
自
家
飯
米
農
家
の
方
々
も
連
帯

し
て
本
事
業
の
た
め
特
段
の
ど
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

町
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議
会

険保被号3 第

春の全国~通安全運動

。
日
時

昭
和
六
十
一
年
五
月
七
日
蜘

午
前
十
時

1
午
後
三
時

西
武
デ
パ
ー
ト
七
階

富
三
二
l

五
一
一
一

高

村

豊

子

氏

(
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
)

登
記
・
供
託
、
税
金
、
社
会

保
険
・
年
金
、
労
働
条
件
・

賃
金
・
労
災
、
道
路
河
川
管

理
、
生
活
保
護
、
福
祉
一
般
、

そ
の
他
行
政
全
般

。
間
合
先
山
梨
行
政
監
察
事
務
所

電

話

五

二

l
一
四
九
六

。
場
所

。
一
日

所
長

。
相
談

内
容

恭
日
時

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時

i
四
時

昭
和
町
中
央
公
民
館
二
階
相

談
室

「
行
政
相
談
」
制
度
は
役
所
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
て

そ
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。
例
え
ば
、

役
所
、
公
団
、
公
社
の
行
っ
て
居
る
仕

事
に
つ
い
て
処
理
が
間
違
っ
て
居
る
、

処
理
が
遅
く
て
困
る
、
不
親
切
だ
、
こ

う
し
て
欲
し
い
、
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
等
、
乙
ん
な
事
柄
、
何
で
も
結
構
で

す
。
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘
密
は

必
ず
守
り
ま
す
。
相
談
員
の
私
宅
で
も
、

電
話
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
員
曾
七
五
l

二

O
二
七
ま
で

恭
場
所

春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ハ
イ

キ
ン
グ
や
山
菜
採
り
、
ま
た
、
山
仕
事

な
ど
で
山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
春
先
は
空
気
が
乾
き
落
葉

や
枯
草
が
燃
え
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
や
マ
ッ
チ
の
投
げ
捨
て
、
た

き
火
の
不
始
末
な
ど
不
注
意
に
よ
っ
て

林
野
火
災
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
緑
を
大
切
に
し
、
山
花
入
る

と
き
は
、
次
の
こ
と
を
お
互
い

κ注
意

し
て
下
さ
い
。

⑨
タ
バ
コ
や
マ
ッ
チ
の
火
は
必
ず
消
し

投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

⑨
た
き
火
を
し
た
時
は
、
あ
と
始
末
を

完
全
に
す
る
。

⑨
風
の
あ
る
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
。

⑩
子
供
に
は
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

天
災
地
変
等
で
電
話
が
使
え
な
く
な

っ
た
り
、
混
み
合
っ
て
か
か
り
に
く
く

な
っ
た
時
に
、
緊
急
な
通
話
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
し
た
ら
大

変
困
り
ま
す
。
乙
ん
な
時
、
公
衆
電
話

(
黄
色
・
青
色
・
緑
色
)
は
、
優
先
し

て
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

公
衆
電
話
は
、
み
ん
な
で
使
う
電
話

で
す
、
乙
わ
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
り

し
て
は
、
み
ん
な
が
迷
惑
し
ま
す
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局
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今ま九1ク=す肌昌吹
76年目の女*女*女*

最後のチャンス
ー次回は西暦2062年ー

か‘機し四のをも南前でレ
が 会 ま 月 間 伸 は の 四、 i甲
でにす十位ばっ空時午す府
すどの日のしきのど前い盆
か覧でご大親り低ろ二星地
./ fL:、ろき指見いま時はか

な是がさとえ所でど四ら
つ非最に人まにのろ月見
て、も見差す肉聞か中え
はこ接えし。眼でら旬る
いの近、指腕で、午まハ

*******女合*安安**************************************ヲ貨***

わ-つよし報広

りよた、生衛健保 当受話受話受話受話受話受話受話安否受話交

実施日 場 所 受付時間

清水新居公会堂 午前 9 : 30 --10 : 30 

4月16日 西条新田公会堂 午前 10: 45 --11 : 30 

(水) 西条一区公会堂 午後 1 : 00 -- 2: 00 

西条二区第 3公会堂 午後 2 : 15 --3: 00 

西条二区第 1公会堂 午前 9 : 30 --10 : 45 

4月17日 紙漉阿原公会堂 午前 11: 00 --11 : 45 

(木) 押越公会堂 午後 1 : 00 -- 1: 45 

河東中島公会堂 午後 2 : 00 -- 3: 00 

築地新居公会堂 午前 9 : 30 --10 : 30 

4月18日 飯喰集落センター 午前 10 : 45 --11 : 30 

(金) 河西公会堂 午後 1 : 00 -- 1: 45 

上河東公会堂 午後 2 : 00 -- 2: 45 

議長話受話受話長銀多安

該当児

昭和60年 3月生まれ

一一二一6月生まれ
昭和60年 9月生まれ

12月生まれ

母子手帳・筆記用具持ち物

4月 5日(土)・ 19日(土)

午前9時--11時30分

場 所 4月 5日(中央公民館)、 19日 (総合会館)

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄養指

導などを行い健康についての相談にお答えしていますのでお気軽

にお出かけください。

時日

狂犬病予防法lζ基づく昭和61年度犬の登録及び狂犬病予防注射を

実施しますので、生後3ヶ月以上の犬を飼っている家庭では最寄

りの会場で登録と予防注射を済ませてください。

※料金はつぎのとおりです。

一一一一一一一 集合注射 訪問注射

犬の登録手数料 2，100 円 2.100 円

注射済票父付手数料 400 円 400 円

予防注射料 2，300 円 3，500 円

メ仁hゴ、 言十 4，800 円 6，000 円

4月 25日(金)

午前 10時 20分 --10時 25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、猫

の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋花入れてヒモでしっかり封をし

てください。

時日

4月 25日(金)

総合会館

砂 I期…昭和58年 9月 1日~昭和59年 2月29日まで

の出生児

砂E期…I期 3回を完了して l年から l年 6か月以内

の者

砂昭和57年 3月 1日~昭和58年8月31日までの出生

児で末接種者

持ち物 母子手帳・問診票

<注 意事項>

。前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してください。

O 接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈づぎのような人は接種できません〉

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2. 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっているもの。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内のも

の。

1年以内Kけいれん、ひきつけを起乙したもの。

午後 l時--2時時

所

児
当

日

場

該

4. 



女
血
栓
症

山
梨
医
科
大
学
教
授

わ

日
本
人
の
死
因
の
ワ
ー
ス
ト

3
は
一

位
ガ
ン
、
二
位
脳
卒
中
、
三
位
心
臓
病

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
脳
卒
中

の
う
ち
の
脳
梗
塞
、
心
臓
病
の
う
ち
の

心
筋
梗
塞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
部
分
を

し
め
、
し
た
が
っ
て
血
栓
症
と
し
て
ま

と
め
て
み
ま
す
と
、
死
因
の
第
一
位
に

躍
り
出
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
血
栓
と
は

そ
の
字
の
示
す
通
り
、
血
管
内
に
お
い

て
血
液
が
凝
固
し
て
生
じ
た
塊
で
、
乙

れ
が
形
成
さ
れ
る
病
的
現
象
を
血
栓
症

と
言
い
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
は
そ
の

代
表
的
な
疾
患
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
領
土
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
る
エ
ス

キ
モ
ー
に
は
、
血
栓
症
の
疾
患
が
き
わ

め
て
少
な
い
乙
と
、
さ
ら
に
こ
の
エ
ス

キ
モ
ー
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
デ
ン

マ
ー
ク
に
移
住
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な

良
い
体
質
が
失
わ
れ
る
ζ

と
は
、
以
前

か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
乙
れ

は
、
お
そ
ら
く
魚
食
中
心
の
食
事
か
ら

肉
食
中
心
の
食
事
に
切
り
替
っ
た
こ
と

が
原
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
乙
の
点
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
研

究
が
行
わ
れ
、
約
一

O
年
前
に
魚
の
油

の
中
に
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る
エ
イ
コ

サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
と
言
う
脂
肪
酸
と
ウ
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と

食

事

検
査
部
長

久

司

ニ三己

与L

米

シ
や
ブ
タ
な
ど
の
肉
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
と
言
う
脂
肪
酸
の

差
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
脂
肪
酸
と
は
、
油
や
脂
肪
の
お
も

な
構
成
成
分
を
な
し
て
い
る
一
種
の
酸

で
あ
り
ま
す
。
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
と
エ
イ

コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
は
、
お
互
に
き
わ

め
て
類
似
し
た
脂
肪
酸
で
あ
り
ま
す
が
、

ア
ラ
キ
ド
ン
酸
は
血
液
の
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4月 13日(日)

開場 PM 1 : 00 
開演 PM 1 : 30 

於:町民体育館

日(SG 祝-E説得言語2
@jflの乙よ汎く特別企画〉三沢あけみショー

新地月学価間期公示普及
(火) 押原小学校入学式 '

16 
(水) 昭和61年度犬の登録及び狂犬病

赤口 西条小学校入学式 仏滅 予防注射(詳細10ページ)

2 
(水) 17土用

(木人

先勝忌 議大安、
ノノ

言

3 
(木〉 押原中学校入学入学式 18発 明 日

ι(金}

友引 赤口
〆〆

4 
(金)

19 
〈土) 母子手帳交付及び一般健康相談

先負 先勝 日(総合会館)
ちゃ

5 清明 〈土〉 母子手帳交付及び一般健康相談
2.0'霊

⑪ 
l民第第{7河押7本B育園中地鰭マ芳ヤ九区うぞ撃対Yぉか抗めてミソレフートボボーールJレ大大会会側仏滅 日(中央公民館) 友引-告、v目b公、呉、，民~I 回をi\場J 駕u 

A 代

6 知春安全の全運動国交向指通 ⑪ 第、6回町内一周駅伝大会逸 (月〉

21 
15日 大安

姐
先負

ア
世界保健デー (月)

22 
(火〉

健康の日
1金

赤口 仏滅 4

8 
花まつり (火)

23 
(水)

先勝辺 大安

9 
(水) 乳児健康診査(中央公民館)

24 
〈木)

先負 赤口

10 
婦人週間 (木) 乳児健康診査(中央公民館)

25 
〈金) 3種混合予防接種(総合会館〉

仏滅 先勝 不用犬猫収集日(旧役場前)

11 
メートノレ法公 (金)

26 
(土)

布記念日 大安 友号I

(土)
〈言 ぽ

⑪ 中巨摩委sソ2フトボール大会12 27 
赤口 先負 (竜王、八回)

⑪ 昭和町総合会館落成

28 
(月)'

13 ι 町制施行15周年記念
先勝

-式典 A10OB三(8町町沢総民あ合体げ会育み館館シ〉Z ョ

仏滅

14 
科学技術週間

友ぐ月1) 持

t'‘特別P企画1. ← 29 回天皇誕生日 (火)

引を h大安

15 
(火) クラブ対抗ソフトボール大会リ

30 
(水)

先負 ーグ戦開幕(押原小) 赤口

ご注意 :4月か§コミの収集が変ねりま守.

-西条地区
毎週

1日、 4日、 8日 ガラス・フ。ラスチック類| 金属類

11日、 15日、 18日
清水新居 火・金曜日

毎月

西条新田
22日、 25日 第2水曜日

-押原地区

河東中島
毎週

3日、 7目、 10日
紙漉阿原

|水 : 23日

-常永地区 月・木曜日
14日、 17日、 21日

第3水曜日
24目、 28日

河東

⑨ 4月からゴミの収集日が変わります。

町では、ゴミ収集量の増加に伴い、収

集業務の効率化をはかるため、ゴミの

収集日を左記のとおり変更いたします

ので、みなさまのど協力をおねがいい

たします。

※可燃物の場合、収集日が祝祭日のと

きは収集しませんので次回の収集日

をご利用ください。

※ゴミは必ず、指定の紙袋または荷札

を使ってお出しください。


